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冬休みを迎えるにあたって 

記録的な猛暑の中始まった２学期もすっかり寒くなり、もう終わろうとしています。この数

か月、ただ季節が変わってきただけでなく、皆さんは大きく成長してくれました。２学期は多く

の行事がありました。様々な行事を全学年で行うなか、３年生が最高学年として立派に１、２年

生を引っ張ってくれました。 

さて、冬休みが明けると今年度最後の学期が始まります。年度の締めく

くりです。１月に新年を迎える際、皆さんは気持ち新たに「今年もよい年

にしよう」と願うと思います。その前に４月に立てた今学期の目標を振り

返りながら、この１２月気持ちを引き締め、新年そして、最後の学期を迎

える準備をしてください。 

 

新生徒会本部発足 

 ５日（火）に生徒会役員選挙が行われ、新しい生徒会本部が誕生しました。小演説会で公約を説明し、地道に選挙活動を続け
てきて行われた立会演説会。立候補者のみんなは全校生徒の前で緊張しながらも堂々と演説をしてくれました。惜しくも落選した

人もいましたが、「桂中学校をよくしていこう！」と立候補したことが大変素晴らしいことだと思います。18日（月）には新旧生

徒会本部の引継ぎ式が行われ、旧生徒会本部から新生徒会本部に正式にバトンが渡されました。新本部のみなさん、旧本部の熱い

思いをしっかりと受け継いで頑張ってください。 

 

桂中熱き戦いの軌跡 

◆税についての作文 京都府租税教育推進連絡協議会代表幹事賞、右京納税協会会長賞 

◆全国中学生人権作文コンテスト京都大会 京都府人権擁護委員連合会長賞 全国大会推薦作品 京都新聞掲載 

                    京都協議会長賞 

◆地生連人権標語 最優秀賞「生き方は 違えどみんな 同じ人」 

  優秀賞「気づこうよ 当たり前じゃない やさしさに」、優秀賞「みきわめろ 差別と区別 ちがうもの」 

  優秀賞「考えよう 言われる重さと 言う軽さ」 

◆京都市中学校総合文化祭美術展共同作品の部 ３年学年合唱・３年全クラス・２年１３組・２年１７組の合唱めくり係奨励賞 

◆京都市児童生徒作品展 風景画「コスモス」姉妹都市交換作品としてフィレンツェへ寄贈されます 

  他２４名 以上奨励賞 

◆女子バレーボール 秋季大会 【決勝トーナメント】VS大宅２－１、VS四条１－２ 

◆柔道 秋季大会 【男子個人】２位 【女子個人】３位、３位 

◆剣道 若葉杯（１年生大会）優勝 

◆サッカー 秋季大会 【決勝トーナメント】VS京都精華学園０－３ 

◆女子ソフトテニス  

 【市大会団体】VS下京２－１、VS洛西２－０、準決勝 VS神川１－２３位 

 【府大会団体】VS木津南２－１、V伊根２－１、準決勝 VS京都光華０－２３位 →近畿インドア大会出場（12/28） 

◆バドミントン 秋季大会 

 【男子ダブルス】３位 【男子団体】VS龍谷大平安２－１、決勝 VS洛星０－３２位 

 【女子シングルス】優勝、ベスト８  

 【女子ダブルス】優勝、２位、３位 

 【女子団体】VS大淀２－０、VS京都聖母２－０、準決勝 VS蜂ヶ岡２－０、決勝 VS龍谷大平安１－２２位 

◆陸上【オータムカップ】１年 100m 優勝、２年 100m５位、共通 200m 優勝、 

4×100ｍR２位、砲丸投５位、円盤投５位、共通 200m８位 

【女子府駅伝】６位【区間】２区４位、３区３位、５区６位 

【男子府駅伝】優勝【区間】１区２位、２区１位、３区１位、４区３位、５区１位、６区２位  

→近畿駅伝（12/1）、全国駅伝（12/15）出場 

※裏面に全国学力・学習状況調査の本校の分析を載せています。 

 

 

11/22 Plan Do See 社長 浅羽 翔平 様 

    アクセンチュア株式会社 小山 未裕 様 

    ｼﾄﾞﾆｰｵﾘﾝﾋﾟｯｸｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ銀ﾒﾀﾞﾘｽﾄ 田本 博子 様 

をお招きして、「人と言葉を大切に」をテーマに講演を

いただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 育

月⑤

月①

月⑤

学 １年科学センター学習（午後）

クリーンキャンペーン

水③ 道 ⑤⑥３年人権学習
金⑤ 総
総 総
⑤ 総 ⑤⑥２年人権学習（講演　１体）
総 総
⑤ 総 音美→金⑥

学

総 総 ⑤⑥１年人権学習（講演　１体）
協議・各種委員会

⑥避難訓練

総 総 桂輝翔会（１・３年）
⑤ 総
総 総 音美→金⑥

個別懇談会①

完全下校（16:30） ＰＴＡ役員会19:00～
個別懇談会②

完全下校（16:30）
個別懇談会③

完全下校（16:30）
個別懇談会④

完全下校（16:30）
個別懇談会⑤（３年生予備日）
3年進路希望決定届・修学金予約申請締切

音美→金⑥　　　　完全下校（16:30）

学 集 ⑤1年学年集会(1体)
④ ⑥3年学年集会(1体)、2年学年集会(2体)
④ 個別懇談会⑥（１年生のみ）

終業式　表彰

一旦下校　再登校（14:00）　完全下校（16:30）

25 水 冬季休業開始　予備日①

26 木 予備日②

✕
31 火 学校閉鎖日 ✕
30 月 学校閉鎖日（～１／３）
29 日 ✕
28 土 ✕

〇
27 金 学校閉鎖日 ✕

✕
✕ 〇

✕ 〇24 火
表

彰
式
清

掃

学

活

〇
学 集

進路推薦委員会　16:00～23 月 ① ② ③ 〇

22 日
21 土

〇 〇20 金 ③ ④ ⑤ 総

④ 〇 ✕

〇 〇

19 木 ① ② ③

〇 〇

18 水 ③ 道 ⑤ ⑥

〇

17 火 ③ ④ ⑤ ⑥

16 月 ① ③ ④ ⑤ 〇

15 日

〇 〇

14 土

13 金 ① ② ③ ④

④ 学
避難

訓練
〇 ✕

〇 〇
③ 道

12 木 ① ② ③

11 水 ① ② ⑤ ⑥

⑤ ⑥ 〇 〇
学校預り金引落日

10 火 ① ② ③ ④

⑤
月

② 〇 〇9 月 ① ② ③ ④

8 日

④ 〇 〇

7 土

④ 〇 ✕

6 金 ① ② ③

⑤ ⑥ 〇 〇

5 木 ① ② ③

4 水 ① ② ③ 道

〇 〇④ ⑤ ③

〇 〇

3 火 ① ② ⑥
科学Ｃ

2 月 ① ② ③ ④ ⑤

部活動

1 日 給食申込開始

⑤ ⑥ 学校・生徒会行事 会議・研修会・保健関係ほか
給食

日 曜 ① ② ③ ④



令和６年度全国学力学習状況調査の結果 

桂中学校 研究・学習指導部 

【国語】 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼正答率が全国平均を下回った設問 

 １(三)  話合いの中の発言について説明したものとして適切なものを選択する。 

【出題の趣旨】…意見と根拠など情報と情報との関係について理解しているかどうかをみる。 

  （四）話合いの話題や発言を踏まえ、「これからどのように本を選びたいか」について自分の考えを書く。 

【出題の趣旨】…話合いの話題や展開を捉えながら、他者の発言と結び付けて自分の考えをまとめるこ

とができるかどうかをみる。 

 

●正答率が全国平均を大きく上回った設問 

２（二）  本文中の情報と情報との関係を説明したものとして適切なものを選択する。 

【出題の趣旨】…具体と抽象など情報と情報との関係について理解しているかどうかをみる。 

３（二）  物語の下書きについて、文の中の語句の位置を直した意図を説明したものとして適切なものを選択

する。 

【出題の趣旨】…文の成分の順序や照応について理解しているかどうかをみる。 

３（三）  漢字を書く（みちたりた）。 

【出題の趣旨】…文脈に即して漢字を正しく書くことができるかどうかをみる。 

４（三）  行書の特徴を踏まえた書き方について説明したものとして適切なものを選択する 

【出題の趣旨】…行書の特徴を踏まえた書き方について説明したものとして適切なものを選択する。 

 

 

 

全国平均を５ポイントも上回り。好成績だったといえる。文章の読み取りを問われている問題は、全国平均よりも約８

ポイントも上回っている。しかし、「話合いの話題や発言を踏まえ、「これからどのように本を選びたいか」について自

分の考えを書く」の問題は、全国平均より６ポイント下回っており、話し合いの話題や展開を捉えながら、他者の発言

と結び付けて自分の考えをまとめることが苦手であることがわかった。普段の会話や授業のグループワークで話して

いる内容や観点を理解して聞き、自分の意見を持つことが大切だと考えられる。 

 



【数学】 

 

 

 

 

 

 

▼正答率が全国平均を下回った設問（ほぼ同値）について 

  ・単元「資料の読み取り」の「箱ひげ図」から情報を読み取る問題。四分位範囲の意味を理解しているかの

問題の正答率はそれほど高くなかった。全国平均とほぼ同値。学習時期は２年時の最後。現在の３年担当教

員が２年時にも担当しており、箱ひげ図を単発的に学習したような反省をしている。知識学習としては十分

に行ったが、活用・継続という意味では弱かったと分析。今後の再学習を検討している。 

 ・単元「図形」の「合同」に関する問題。それほど低いわけではなかった、これもやや下回った。これは証明

の訓練が足りていないと考える。授業者としては、生徒に強い苦手意識があると想像しており、「合同」の学

習を再徹底するというよりは、説明力という点で、論理的思考を高めていく取り組みを継続していこうと考

えている。 

 

●授業前に、帯学習的に、授業単元とは直接的に関係のない

「数学的思考力を高める思考問題」を２年時４月よりずっ

と続けている。また、家庭学習課題でも「論理的思考問題」

を同じくずっと出し続けている。右のような「理由を説明す

る」などの問題で良好な解答ができていると読み取れるが、

それが取り組みを通して論理的思考力が高まってきている

ことに帰するのであればそれはよいことであると考える。た

だ、その因果関係は定かではない部分も多々ある。 

 このことは「数学という教科に対する取り組み姿勢」とも

関連があると考えており、知識的な理解の向上に加えて能動

的に取り組める生徒の育成を目標にしている。「主体的に取

り組む姿勢」を育むためのいくつかの取組が一つこのような結果として表れているのだとすればそれは好材料と

言える。質問紙の方の分析結果との照らし合わせができれば、なお、おもしろいと考えた。 

ほとんどの設問で正答率が全国平均を上回っている。特に計算領域の正答率が高くなっている。苦手になりがち

な記述式（説明など）の問題も顕著な下回りを見せなかった。 

 単元的には「箱ひげ図」が少し弱い傾向が出た。指導が「活用型」ではなく「知識伝達型」の傾向があったと分析

（反省）しているところがあり、この結果も納得がいくところである。 

 

 


